


写真

[左上から ]　豊臣秀吉画像 (部分・近江木下家資料 )　茶地動植物文人物文様刺繍ビロードマント ( 部分・

近江木下家資料 ・豊臣秀吉所用 )　木下秀吉等連署状 ( 部分 ・兼松家資料 ・秀吉初期花押 )　足半 ( 兼

松家資料 ・織田信長所用 )

[ 右 ]　色々威二枚胴具足 ( 部分 ・近江木下家資料 ・豊臣秀吉所用 )

　名古屋市秀吉清正記念館は、尾張中村に生まれた武将、

豊臣秀吉とその家臣加藤清正を記念して建てられ、平成

３年 (1991) に開館しました。その前身は昭和 42 年 (1967)

にここ中村で開館した「名古屋市豊清二公顕彰館」で、

その期間を加えると約 60 年にわたって展示をおこなって

きました。顕彰館の準備段階から今まで、市民のご協力

によって収集できた資料は千点を超えています。

　このコレクションの中で、名古屋市指定文化財として

２本の柱となっているのが「近江木下家資料」と「兼松

家資料」です。前者は秀吉の妻ねね ( 高台院 ) の養子木下

利次 ( ねねの甥の子 ) の家系である旗本家に伝来した物で

豊臣秀吉の遺品などを含みます。後者は織田信長や豊臣

秀吉の親衛隊を務め、最後は尾張初代藩主の徳川義直に

仕えた武将、兼松正吉の伝来品で、信長・秀吉・清正を

始めとする著名な武将らから届いた手紙が中心です。

　今回、この２本柱の中から初公開品も含めて代表的な

名品を選び、一挙公開します。いずれの品も 400 年以上

を経たデリケートな文化財のため基本的には数年に一度の

陳列としております。この機会にぜひご覧ください。

～近江木下家と兼松家の伝来文化財～
お う み


